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46 　　　　　　　RNAワ ー ル ドか らい か に して

　　　　　　　　RNPワ ー ル ドは 生 じたか

How　did　RNP　worId 　emerge 　inthe　late　stage 　of

　　　　　　　　　　　　　RNA　worId ？
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生命 の 起源は物質 の 進 化か ら生命 の 進化 へ の 転移で あ り、 生命 の 初期進化 は
“

生体 高分子系の

進化能 の 進 化
”

とい う観点で 捉 える こ とが で きる （下 図参照 ）。

RNA ワ ール ドか ら出発 し て タ ン パ ク質 と DNA を逐 次導入す る こ とは、進化能 を向上 させ る

た め の 「材料」 の 置換 と見做す こ とがで き る 。 こ の 材料の 置換は、新材料 を受け入れて それ

に進化能 を与える生体高分子 「系 1、
つ ま り 「分子 シ ス テ ム 」 の進化が伴 う共進化過程 と考え

られる。こ の進化能 を持 っ 「材 料 」 と進 化 「シ ス テ ム 」 とい う観点 か ら RNP ワール ドの 誕 生

を俯瞰す る。

　最初の 情報担体 とし て の RNA はそれ 自身を複製する 自己複製 シ ス テ ム と して の RNA ワー

ル ドを創 出させ た と考 え られ る。はた して こ の
一

見 、自己完結的 な RNA ワ
ー

ル ドがそ の 進 化

能 を 向上 させ る た め に タ ン パ ク質 とい う材料 を新 た に 獲 得 し て RNP ワ
ー

ル ドへ 向か う

driving　forceは何 で あろ うか ？また、それ を支 える 「分子 シ ス テ ム 」 は何 か 。 分子進 化の 条件、

例 えば遺伝 子型一表現型対応付け等の観点も合わせ 総合的に議論す る 。
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